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　理
科
教
育
で
は
、
自
然
の
事
物
・
現

象
に
進
ん
で
関
わ
り
、
科
学
の
知
識

や
技
能
を
習
得
す
る
こ
と
を
通
し
て
、

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
育
て

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
エ
ネ
ル
ギ
ー

環
境
教
育
で
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境

に
関
す
る
知
識
を
与
え
る
だ
け
で
な

く
、
そ
の
学
習
過
程
で
し
っ
か
り
考
え

さ
せ
て
、
思
考
力
や
判
断
力
を
育
て

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
子
ど
も
た
ち

が
変
化
の
激
し
い
社
会
を
た
く
ま
し

く
生
き
る
た
め
に
は
、
将
来
に
わ
た
っ

て
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
に
つ
い
て
、
自

分
の
頭
で
し
っ
か
り
考
え
、
判
断
で
き

る
資
質
・
能
力
を
育
て
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
に
関
す
る
学

習
は
、
理
科
だ
け
で
な
く
、
社
会
科

や
技
術
・
家
庭
科
な
ど
、
他
の
教
科

に
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
教
科
間

の
連
携
は
あ
ま
り
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ

れ
ら
を
有
機
的
に
結
び
付
け
て
指
導

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
教

科
横
断
的
に
総
合
的
な
学
習
の
時
間

で
積
極
的
に
取
り
上
げ
る
こ
と
も
大

切
で
す
。

　エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
に
限
ら
ず
、
こ

れ
か
ら
は
様
々
な
問
題
を
地
球
規
模

で
考
え
る
意
識
を
持
た
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
感
情
で
判
断
す
る
の
で

は
な
く
、
科
学
的
に
思
考
し
て
判
断

で
き
る
人
間
を
育
て
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
面
で
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
環

境
教
育
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

自分の頭で考え、判断できる資質・能力を

立澤　比呂志氏
全国中学校理科教育研究会会長
日本理科教育協会会長

東京都葛飾区立中川中学校校長

　エネルギー環境教育の大きな目的は、エネルギーや環境
に関して幅広く学び、エネルギー問題や環境問題の解決に
向けて生涯を通じて主体的に判断し、行動できる人間を育
成していくことにある。エネルギー環境教育を積極的に実践
している学校はこの目的に向け、調べ学習や発表などを通じ
て科学的なリテラシーを育み、判断力、思考力を向上させて
いる。一方で、その実践例をみてみると、やや環境に偏って
おり、エネルギー問題を取り上げられた印象が薄い。東日本
大震災後、日本のエネルギー情勢は混迷の度を深めている。
2014年度から、経済産業省資源エネルギー庁による「エネ
ルギー教育モデル校」事業がスタートした。エネルギー環境
教育の実践の中で、「エネルギー問題」が前面に出てきた。
あらためて、今、原点に立ち返ってエネルギー学習を充実す
る必要があるのではないだろうか。

エ
ネ
ル
ギ
ー
学
習
充
実
を

原
点
に
立
ち
返
り
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こ
う
し
た
多
産
多
死
の
生
活
に
戻
る
と
い
う

こ
と
を
、
歴
史
か
ら
き
ち
ん
と
教
え
な
い
と

い
け
な
い
。
つ
ま
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
と

豊
か
な
暮
ら
し
が
隣
り
合
わ
せ
に
あ
る
こ
と

を
。
そ
れ
こ
そ
が
学
校
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
学

ぶ
こ
と
の
意
義
の
ひ
と
つ
だ
。
さ
ら
に
、
地

政
学
も
結
び
つ
け
る
こ
と
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題
を
解
く
カ
ギ
で
あ
る
、
安
全
性
を
前
提

と
し
た
環
境
、
経
済
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保

障
、（
Ｓ
＋
３
Ｅ
）
の
重
要
性
も
分
か
る
」

―
―
実
際
に
は
、
学
校
現
場
で
は
先
生
が
業

務
に
追
わ
れ
て
い
る
。

　
「
理
想
論
だ
が
、
教
育
の
『
ア
ウ
ト
ソ
ー

ス
（
外
部
委
託
）』
が
可
能
か
ど
う
か
考
え

て
み
た
い
。
そ
の
ひ
と
つ
の
オ
プ
シ
ョ
ン

は
、
ウ
ェ
ブ
コ
ン
テ
ン
ツ
の
利
用
だ
。
今
、

米
国
で
は
カ
ー
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
（
注
）
と

い
う
の
が
普
及
し
て
き
て
お
り
、
米
国
の
理

数
系
の
レ
ベ
ル
が
格
段
に
上
が
っ
て
き
て
い

る
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
。
コ
ン
テ
ン
ツ
は

子
ど
も
同
士
で
教
え
合
う
形
式
な
の
で
社
交

性
の
向
上
に
も
寄
与
し
て
い
る
」

◆
科
学
リ
テ
ラ
シ
ー
育
む

―
―
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
で
は
、
調
べ
て

発
表
し
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
す
る
よ
う
な
こ
と
も

広
く
行
わ
れ
て
る
。

　
「
昨
年
12
月
に
行
わ
れ
た
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ

ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
ム
ラ
ー
博
士
の
特
別

講
義
（
７
ペ
ー
ジ
参
照
）
で
私
は
司
会
を
務

め
た
。
こ
こ
で
よ
か
っ
た
な
と
思
っ
た
の

は
、
高
校
生
た
ち
の
発
表
が
科
学
的
事
実
や

デ
ー
タ
に
基
づ
き
論
理
的
な
考
証
が
な
さ
れ

て
い
た
事
に
加
え
、多
角
的
な
視
点
と
、様
々

な
時
間
軸
で
の
検
証
が
伴
っ
て
い
た
点
だ
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
こ
と
を
広
く
学
ん
で
い
く
こ

と
は
、
事
実
に
基
づ
い
た
合
理
的
な
判
断
、

す
な
わ
ち
科
学
リ
テ
ラ
シ
ー
の
備
え
が
大
人

を
育
て
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
強
く
感
じ
た
」

　
「
例
え
ば
、
今
の
世
界
情
勢
を
俯
瞰
（
ふ

か
ん
）
し
た
上
で
、
子
ど
も
た
ち
が
未
来

を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
あ
っ
た
り
す
れ

ば
、
政
治
家
の
視
点
が
出
来
上
が
る
。
中
学

生
か
ら
こ
う
し
た
授
業
を
進
め
れ
ば
、
高
校

２
、
３
年
こ
ろ
に
は
政
府
に
政
策
提
言
で
き

る
手
紙
を
書
く
く
ら
い
の
こ
と
は
で
き
る
の

で
は
な
い
か
」

　
　
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
の
実
践
は
、

ま
さ
に
科
学
リ
テ
ラ
シ
ー
の
『
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ　

Ｕ
Ｐ
（
活
性
化
）』
で
あ
り
、
学
習
効
果
を

高
め
る
の
に
有
効
で
あ
る
と
思
う
。
身
近
な

切
り
口
か
ら
リ
テ
ラ
シ
ー
を
『
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ　

Ｕ
Ｐ
』
し
て
い
け
ば
、
ま
さ
に
ジ
ャ
ズ
の
よ

う
に
み
ん
な
ノ
リ
が
出
て
き
て
、
生
徒
は
心

身
と
も
に
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
学
習
を
進
め

て
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」

◆
日
本
は
３
つ
に
依
存

―
―
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
環
境
に
つ
い
て
、
学
校

で
ど
う
教
え
る
と
い
い
と
思
う
か
。

　
「
日
本
は
、
地
政
学
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
科

学
に
依
存
し
て
発
展
し
て
き
た
。
エ
ネ
ル
ギ

ー
問
題
は
、
歴
史
、
科
学
、
地
政
学
の
３
つ

が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い
る
が
、
こ
の
３
つ

を
学
ぶ
こ
と
で
、
自
分
た
ち
の
進
む
道
を
考

え
、
語
る
能
力
が
つ
く
の
で
は
な
い
か
」

　
「
歴
史
に
関
し
て
は
、
こ
こ
半
世
紀
、
石

油
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
使
う
よ
う
に
な

っ
て
か
ら
同
じ
サ
イ
ク
ル
を
繰
り
返
し
て
い

る
。
そ
う
考
え
る
と
、
歴
史
教
育
は
、
東
日

本
大
震
災
後
の
混
乱
し
た
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
情
勢
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
『
そ
も
そ
も
ど
う

し
て
こ
う
い
う
状
況
が
起
き
た
の
か
』
と
歴

史
を
さ
か
の
ぼ
り
な
が
ら
学
ん
で
い
け
れ
ば

い
い
の
で
は
。
ぼ
く
だ
っ
た
ら
わ
く
わ
く
す

る
ん
だ
け
ど
」

◆
科
学
こ
そ
が
国
力

―
―
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
は
理
科
や
科
学
的
側
面

も
強
い
。　

　
「
今
の
子
ど
も
た
ち
に
向
け
て
言
い
た
い

の
は
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
世
界
の
ど
の
国

で
も
、
理
科
そ
し
て
科
学
が
ま
さ
に
国
力
を

左
右
す
る
と
い
う
こ
と
。
軍
事
も
経
済
も
、

数
学
や
科
学
と
す
ご
く
近
い
と
こ
ろ
に
あ

る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
を
学
び
な
が
ら
、

科
学
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
と
う
れ
し

い
し
、
人
文
科
学
、
自
然
科
学
を
バ
ラ
ン
ス

よ
く
統
合
し
た
、
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
よ
う
な

人
を
生
み
出
す
チ
ャ
ン
ス
か
も
し
れ
な
い
」

―
―
そ
れ
に
は
教
師
の
役
割
も
大
き
い
。

　
「
確
か
に
、
先
生
が
想
像
で
き
な
い
こ
と

を
子
ど
も
た
ち
は
想
像
で
き
な
い
。
た
だ
先

生
が
『
今
は
日
本
が
大
変
な
時
期
に
き
て
い

る
』
と
言
っ
て
、
子
供
た
ち
に
変
革
を
促
す

よ
う
夢
を
持
た
せ
る
だ
け
で
も
、
違
っ
て
く

る
の
で
は
。
き
っ
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育

を
実
践
し
て
い
る
学
校
の
先
生
た
ち
に
は
多

少
な
り
と
も
そ
う
い
う
意
欲
が
あ
る
は
ず
」

◆
豊
か
さ
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら

―
―
逆
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
を
実
践
し

て
い
る
学
校
で
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
へ
の

取
り
組
み
が
浅
い
場
合
も
多
い
。

　
「
環
境
派
の
考
え
方
で
、エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

を
減
ら
し
て
昔
の
生
活
に
戻
ろ
う
、
と
い
う

意
見
が
あ
る
が
、
こ
れ
が
い
か
に
乱
暴
な
意

見
で
あ
る
か
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
学
者
で
あ

り
医
者
の
ハ
ン
ス
・
ロ
ス
リ
ン
グ
の
研
究
に

よ
る
と
、
人
口
爆
発
が
起
こ
る
地
域
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
が
少
な
く
、
貧
し
く
飢
餓
に

苦
し
ん
だ
地
域
と
重
な
る
と
い
う
。
子
ど
も

の
死
亡
率
が
高
か
っ
た
の
で
、
出
生
数
も
多

か
っ
た
も
の
だ
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
減

ら
し
て
昔
の
暮
ら
し
に
戻
る
と
い
う
の
は
、

正
し
い
判
断
で
き
る
大
人
を
育
て
る

モーリー・ロバートソン氏
（Morley Robertson）
　ジャーナリスト、作家、ミュージシャン。
日米双方の教育を受けた後、1981年に東
京大学に現役合格。東大に加えてハーバー
ド大学、MIT、スタンフォード大学、UCバー
クレー、プリンストン大学、エール大学に
も同時合格。1988年ハーバード大学を卒
業。現在はテレビ、ラジオ、講演会などで
活躍中。

歴史、科学、地政学 関連付けて学べる効果

Ｓ＋３Ｅ（安全性、環境、経済、エネルギー安全保障）の重要性理解

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
モ
ー
リ
ー
・
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
氏

　エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
を
語
る

※
注　

カ
ー
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
（K

han A
cadem

y

）
は
、
２
０
０
６
年
に
数
学
者
で
教
育
者
の
サ
ル
マ
ン
・
カ
ー

ン
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
非
営
利
団
体
に
よ
る
教
育
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
。
世
界
中
の
子
ど
も
た
ち
に
無
料
の
高
質
の
教

育
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
現
在
は
３
０
０
０
本
以
上
の
教
育
ビ
デ
オ
を
登
録
。
対
象
は
初
等
教

育
か
ら
大
学
ま
で
、
分
野
も
物
理
、
数
学
、
生
化
学
か
ら
美
術
史
、
経
済
学
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
ま
で
、
内
容
は
多
岐

に
渡
っ
て
い
る
。
日
本
語
版
も
あ
り
、
算
数
・
数
学
を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
る
。
日
本
語
版
は
、https://

ja.khanacadem
y.org/

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
、
環
境
問
題
が
単
独
に
あ
る
の
で

は
な
く
、
多
く
の
要
素
が
絡
み
合
っ
て
い
る
こ
と
を
学
ん
で
い
く
教
育
と
い
う
側
面

が
あ
る
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
で
も
あ
る
モ
ー
リ
ー
・
ロ
バ
ー
ト

ソ
ン
氏
は
「
歴
史
、
科
学
、
地
政
学
と
様
々
な
も
の
を
関
連
付
け
て
学
習
で
き
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
習
効
果
を
高
め
る
の
に
効
果
的
で
あ
る
」

と
評
価
。
そ
の
相
乗
効
果
に
期
待
し
て
い
る
。

昨
年
12
月
に
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
で
高
校
生
に
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
つ
い
て
質
問
す
る
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
氏
（
左
）
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最終選考委員会の様子

高校の部最優秀の黒沢尻工業高
校は電気科の生徒による出前授
業が地域の人に喜ばれている

小
学
校
の
部
最
優
秀
賞
の
長
瀬
小
学
校
の
課
外

活
動
で
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
に
励
む
児
童
。
同

校
に
は
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の
活
動
に
対
す
る
深

い
保
護
者
の
理
解
が
あ
る

受
賞
校
一
覧

最優秀賞
小
学
校
の
部

福
島
県
・
猪
苗
代
町
立
長
瀬
小
学
校

中
学
校
の
部

（
該
当
な
し
）

高
校
・
高
専
の
部

岩
手
県
立
黒
沢
尻
工
業
高
等
学
校

優秀賞
小
学
校
の
部
（
９
校
）

岩
手
県
・
矢
巾
町
立
矢
巾
東
小
学
校

山
形
県
・
新
庄
市
立
沼
田
小
学
校

福
島
県
・
い
わ
き
市
立
小
名
浜
第
一
小
学
校

福
島
県
・
郡
山
市
立
小
泉
小
学
校

岐
阜
県
・
羽
島
市
立
正
木
小
学
校

京
都
府
・
京
都
市
立
朱
雀
第
四
小
学
校

京
都
府
・
長
岡
京
市
立
長
岡
第
四
小
学
校

広
島
県
・
福
山
市
立
赤
坂
小
学
校

広
島
県
・
呉
市
立
長
迫
小
学
校

中
学
校
の
部
（
5
校
）

東
京
都
・
新
島
村
立
式
根
島
中
学
校（
代
表
）

神
奈
川
県
・
秦
野
市
立
東
中
学
校

滋
賀
県
・
滋
賀
大
学
教
育
学
部
附
属
中
学
校

兵
庫
県
・
加
古
川
市
立
加
古
川
中
学
校

徳
島
県
・
小
松
島
市
立
坂
野
中
学
校

高
校
・
高
専
の
部
（
７
校
）

山
形
県
立
村
山
産
業
高
等
学
校

福
島
県
立
安
達
高
等
学
校

富
山
県
・
国
立
富
山
高
等
専
門
学
校

福
井
県
・
国
立
福
井
工
業
高
等
専
門
学
校

京
都
府
・
京
都
市
立
伏
見
工
業
高
等
学
校

兵
庫
県
立
洲
本
実
業
高
等
学
校

沖
縄
県
立
沖
縄
工
業
高
等
学
校

日
本
電
気
協
会
主
催
―
―
―
―
―
―

「
第
９
回
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
賞
」

熱
意
あ
る
学
習
を
表
彰

主催＝一般社団法人 日本電気協会
　　　（電気新聞）
後援＝ 経済産業省、文部科学省、環境省、

日本エネルギー環境教育学会、独
立行政法人 国立高等専門学校機
構、一般財団法人 省エネルギー
センター、電気事業連合会、一般
財団法人 電力中央研究所、一般
社団法人 新・エネルギー環境教
育情報センター

特別協力＝日本教育新聞社

有馬朗人氏
（選考委員長、元文部大臣、武蔵学園長）
小田公彦氏（山形大学教授）
木村　孟氏（東京都教育委員長）
熊野善介氏（静岡大学教授、日本エネル
ギー環境教育学会会長）
澁澤文隆氏（帝京大学教職大学院教授）
東嶋和子氏（科学ジャーナリスト）
三田敏雄氏（中部電力会長）

　

日
本
電
気
協
会
（
電
気
新
聞
）
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
を
熱
心
に
取
り
組
む
全
国
の
小

学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
・
高
等
専
門
学
校
を
表
彰
す
る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
賞
」
を
２
０

０
６
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
。
今
年
度
も
都
内
で
第
９
回
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
賞
選
考
委
員
会

（
委
員
長
＝
有
馬
朗
人
・
元
文
部
大
臣
）
を
開
き
、
小
学
校
の
部
10
校
、
中
学
校
の
部
５
校
、

高
校
・
高
専
の
部
８
校
の
入
賞
を
決
定
し
た
。
こ
の
う
ち
小
学
校
の
部
で
福
島
県
・
猪
苗
代
町

立
長
瀬
小
学
校（
江
尻
陽
子
校
長
）、高
校
・
高
専
の
部
で
岩
手
県
立
黒
沢
尻
工
業
高
等
学
校（
福

士
猛
夫
校
長
）
を
そ
れ
ぞ
れ
最
優
秀
賞
に
選
ん
だ
。
な
お
今
回
、
中
学
校
に
つ
い
て
最
優
秀
賞

は
該
当
な
し
と
な
っ
た
。�
�

（
４
～
６
ペ
ー
ジ
で
紹
介
）

　

今
回
の
応
募
総
数
は
、
小
学
校
16

校
、
中
学
校
10
校
、
高
校
・
高
専
が
15

校
の
合
計
41
校
。
予
備
審
査
と
１
次
選

考
を
経
て
、
２
月
５
日
に
最
終
選
考
を

行
っ
た
。

 

エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
賞
と
は

　

電
気
新
聞
の
創
刊
１
０
０
周
年
行
事

の
一
環
と
し
て
始
ま
っ
た
「
エ
ネ
ル
ギ

ー
教
育
賞
」。
選
考
に
際
し
て
は
、
①

学
習
の
目
的
や
内
容
、
教
育
課
程
上
の

位
置
づ
け
②
創
意
工
夫
の
あ
り
方
③
子

ど
も
た
ち
の
変
化
の
度
合
い
④
活
動
の

継
続
性
⑤
活
動
の
正
確
性
⑥
地
域
等
と

の
連
携
性

―
を
基
準
に
評
価
し
て
い

る
。
取
り
組
み
内
容
と
し
て
は
、「
全

体
指
導
計
画
に
基
づ
く
全
校
挙
げ
て
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
や
環
境
教
育
の
中
で

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
わ
る
問
題
を
取
り
上

げ
て
い
る
事
例
」
と
「
教
科
や
総
合
的

な
学
習
、
学
年
や
学
科
、
課
外
活
動
な

ど
で
特
色
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
わ
る

学
習
や
取
り
組
み
事
例
」
を
対
象
に
し

て
い
る
。

 

小
学
校
は
激
戦

　

小
学
校
の
部
で
は
、
最
優
秀
賞
を
受

賞
し
た
長
瀬
小
学
校
に
加
え
、
こ
れ
ま

で
に
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
て
い
る
い
わ

き
市
立
小
名
浜
第
一
小
学
校
、
長
岡
京

市
立
長
岡
第
四
小
学
校
の
２
校
、
ま
た

福
山
市
立
赤
坂
小
学
校
な
ど
の
評
価
が

高
く
「
小
学
校
は
大
変
な
競
争
を
し
て

い
る
」（
熊
野
委
員
）
と
い
う
レ
ベ
ル

の
高
さ
だ
っ
た
。

　

長
瀬
小
学
校
は
そ
の
中
で
も
特
に
、

「
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
で
教
職
員
や

保
護
者
を
交
え
た
放
射
線
教
育
を
行
っ

て
い
る
」（
東
嶋
委
員
）、「
福
島
県
の

中
で
も
会
津
地
方
か
ら
初
の
応
募
で
相

当
頑
張
っ
て
い
る
」（
小
田
委
員
）、「
社

会
・
理
科
の
両
面
か
ら
し
っ
か
り
学
習

し
て
い
る
」（
三
田
委
員
）
と
評
価
さ

れ
た
。
有
馬
委
員
長
も
「
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
の
事
故
で
避
難
し
て
い
る

人
た
ち
に
も
し
っ
か
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
教

育
を
行
っ
て
い
る
」
と
評
価
し
た
。

　

ま
た
、「
地
域
の
河
川
を
軸
に
し
っ

か
り
と
し
た
活
動
を
し
て
い
る
」（
澁

澤
委
員
）新
庄
市
立
沼
田
小
学
校
や「
言

葉
の
力
に
感
銘
を
受
け
た
」（
木
村
委

員
）
長
岡
第
四
小
学
校
な
ど
を
推
す
声

も
あ
り
、
高
い
レ
ベ
ル
で
活
動
を
継
続

し
て
い
る
小
名
浜
第
一
小
学
校
の
取
り

組
み
も
話
題
に
上
っ
た
。

 

来
年
に
期
待

　

一
方
、中
学
校
の
部
は
、離
島
の
ハ
ン

デ
ィ
を
背
負
い
な
が
ら
も
島
内
の
小
学

校
な
ど
と
連
携
し
て
活
動
し
て
い
る
新

島
村
立
式
根
島
中
学
校
や
、
調
べ
学
習

や
放
射
線
に
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
る
小

松
島
市
立
坂
野
中
学
校
、
滋
賀
大
学
教

育
学
部
附
属
中
学
校
を
推
す
声
も
あ
っ

た
が
、
最
優
秀
に
す
る
に
は
今
一
歩
と

い
う
こ
と
で
、
最
優
秀
賞
は
該
当
な
し

と
な
っ
た
。
た
だ
、
離
島
で
の
活
動
に

期
待
し
た
い
と
い
う
意
味
で
、
式
根
島

中
学
校
を
優
秀
賞
代
表
と
す
る
こ
と
に

し
た
。

 

最
高
評
価
の
黒
沢
尻
工

　

高
校
・
高
専
の
部
で
は
、「
全
学
科
、

大
学
と
の
連
携
、
地
域
連
携
の
点
が
特

別
賞
を
受
賞
し
た
２
年
前
よ
り
確
実
に

前
進
し
て
い
る
」（
澁
澤
委
員
）、「
社
会

貢
献
に
な
っ
て
い
る
点
が
す
ば
ら
し

い
」（
三
田
委
員
）、「
こ
れ
ま
で
の
最
高

に
近
い
評
価
」（
有
馬
委
員
長
）
な
ど
全

委
員
が
一
致
し
て
黒
沢
尻
工
業
高
校
を

最
優
秀
賞
に
選
出
し
た
。
ま
た
、
高
専

に
つ
い
て
は
、
富
山
高
等
専
門
学
校
の

評
価
が
非
常
に
高
か
っ
た
。「
専
門
性

が
高
い
の
で
、
高
校
の
部
と
分
け
る
べ

き
」（
木
村
委
員
）、「
高
専
は
質
の
高

い
シ
ス
テ
ム
な
の
で
同
じ
部
門
で
は
ハ

ン
デ
ィ
と
な
っ
て
い
る
」（
熊
野
委
員
）

な
ど
の
指
摘
も
あ
っ
た
。

【選考委員】（五十音順）
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福島県耶麻郡猪苗代町
大字八幡字山神374番地の2
江尻　陽子　校長
児童数　81人
http://www.town.inawashiro.fukushima.jp/cb/schoolhp/s-nagase/

学校の概要（2014年度）

小学校の部  最優秀賞

猪苗代町立長瀬小学校

　

◆
Ｄ
Ｖ
Ｄ
作
成
が
き
っ
か
け

　

同
校
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育

を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
２
０
１

２
年
度
に
福
島
県
教
育
委
員
会
、

い
わ
き
明
星
大
学
、
福
島
中
央
テ

レ
ビ
（
環
境
省
支
援
）
な
ど
が
共

催
し
た
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

事
業
」
を
紹
介
し
た
動
画
Ｄ
Ｖ
Ｄ

作
成
に
協
力
し
た
こ
と
だ
。

　

か
ね
て
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境

教
育
に
携
わ
っ
て
い
た
江
尻
陽
子

校
長
が
赴
任
し
、
豊
か
な
経
験
を

ベ
ー
ス
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
策
定

し
て
活
動
を
ス
タ
ー
ト
。
13
、
14

年
度
の
福
島
県
教
育
委
員
会
の

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
推

進
モ
デ
ル
校
」
に
も
選
定
さ
れ
、

改
善
を
加
え
な
が
ら
地
域
に
密
着

し
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

事
業
構
想
に
つ
い
て
も
視
野
に
入

れ
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　

加
え
て
、
町
行
政
か
ら
担
当
者

を
招
い
て
猪
苗
代
町
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
計
画
に
つ
い
て

講
座
を
設
け
る
な
ど
、
猪
苗
代
町

の
未
来
を
考
え
る
キ
ャ
リ
ア
教
育

に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
学
習
を
行
っ

て
い
る
。

　

◆
大
学
や
研
究
機
関
と
も

　

高
学
年
で
は
、
岩
手
大
学
、
い

わ
き
明
星
大
学
、
福
島
高
専
、
北

陸
電
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
科
学
館
、
産

業
技
術
総
合
研
究
所
福
島
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
所
な
ど
高
等

教
育
機
関
と
の
連
携
も
密
に
し
て

い
る
。
単
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
領
域
に
と
ど
ま
ら
ず
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
全
般
に
対
象
を
広
げ
、
講
座

学
習
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
展
開
し

て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
講
座
は
、
隣
接
す
る

小
学
校
に
も
開
放
し
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
環
境
教
育
の
輪
を
広
げ
る
取
り

組
み
も
顕
著
だ
。

　

放
射
線
教
育
に
も
力
を
注
い
で

い
る
。
原
子
力
事
故
の
被
災
地
域

か
ら
避
難
し
て
い
る
児
童
に
も
気

を
配
り
な
が
ら
、
保
護
者
を
交
え

た
放
射
線
講
座
を
開
催
。
さ
ら
に

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
全
学
年
を

通
じ
た
活
動
と
し
て
策
定
さ
れ
て

お
り
、
低
学
年
は
生
活
科
の
授
業

に
よ
る
「
も
の
づ
く
り
・
体
験
」

が
テ
ー
マ
。
ま
た
中
学
年
は
見
学

や
実
験
を
中
心
に
、
さ
ら
に
高
学

年
は
大
学
や
高
専
、
科
学
関
連
施

設
と
の
連
携
を
密
に
行
っ
て
い

る
。

　

◆
猪
苗
代
の
資
源
を
活
用

　

活
動
の
特
徴
は
、
地
元
・
猪
苗

代
町
の
資
源
を
十
分
に
活
用
し

て
い
る
こ
と
だ
。
同
町
に
は
、
14

年
９
月
に
稼
働
を
開
始
し
た
小
水

力
発
電
所
（
９
０
０
㌔
㍗
）
に
加

え
、
風
力
発
電
所
、
湖
水
熱
や
地

中
熱
、
雪
氷
熱
な
ど
の
利
用
施
設

の
ほ
か
、
磐
梯
山
周
辺
地
熱
発
電

北
会
津
地
域
教
職
員
研
修
も
行
う

な
ど
、
地
域
の
拠
点
と
し
て
も
機

能
し
て
い
る
。

　

◆
発
信
力
を
高
め
て

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
の
成
果

は
、
発
表
の
場
で
も
発
揮
さ
れ
て

い
る
。

　

町
の
「
青
少
年
の
主
張
」
猪
苗

代
大
会
で
６
年
生
の
児
童
が
美
し

い
自
然
を
生
か
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
に
つ
い
て
、「
福
島
復
興
を

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
町
、
猪

苗
代
か
ら
始
め
よ
う
」
と
力
強
く

主
張
し
、
優
秀
賞
を
獲
得
す
る
な

ど
、
児
童
自
ら
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
環

境
教
育
に
つ
い
て
情
報
発
信
を
行

う
よ
う
に
な
っ
た
。

　

児
童
は
ス
キ
ー
場
な
ど
観
光
に

加
え
た
新
し
い
産
業
と
し
て
「
エ

ネ
ル
ギ
ー
」
を
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
と
と
ら
え
、
町
の
発
展
と
自
分

た
ち
の
将
来
を
見
据
え
る
な
ど
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
の
一
翼
を
担

っ
て
い
る
。

未
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
見
据
え
幅
広
く

再
生
可
能
エ
ネ
学
習
に
注
力放射線教育の充実

http://www.town.inawashiro.fukushima.jp/cb/schoolhp/s-nagase/
小水力見学

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
表
会

セシウム吸着繊維（66 ナイロン）作成実験

第9回エネルギー教育賞

　

小
学
校
の
部
で
最
優
秀
賞
の
福
島
県
・
猪
苗
代
町
立
長
瀬
小
学
校（
江
尻
陽
子
校
長
）

は
、
２
０
１
２
年
度
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
を
ス
タ
ー
ト
し
て
３
年
目
の
学
校
。
と
は

い
え
、
各
学
年
の
発
達
段
階
に
応
じ
、
も
の
づ
く
り
や
見
学
、
実
験
・
体
験
を
取
り
入
れ

た
全
学
年
体
制
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
策
定
し
、
大
学
・
高
専
・
科
学
関
連
施
設
や
行
政
か

ら
の
協
力
を
得
る
な
ど
、
産
学
官
民
の
連
携
を
重
視
し
、
保
護
者
や
地
域
を
巻
き
込
ん
だ

幅
広
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
て
い
る
。
江
尻
陽
子
校
長
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
の

啓
発
と
充
実
を
図
っ
て
き
た
。
こ
の
取
り
組
み
に
関
心
を
高
め
る
す
そ
野
が
着
実
に
広
ま

り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
」
と
し
て
い
る
。
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滋賀県大津市昭和町10番3号
平井　肇　校長
生徒数357人
http://www.fc.shiga-u.ac.jp

中学校の部  優秀賞
　

太
平
洋
に
浮
か
ぶ
伊
豆
七
島

に
位
置
す
る
式
根
島
。
人
口

約
５
５
０
人
の
島
の
中
学
校
で

あ
る
新
島
村
立
式
根
島
中
学
校

（
渋
谷
俊
昌
校
長
）
は
、
生
徒

数
11
人
。
普
段
か
ら
保
育
園
、

小
学
校
、中
学
校
（
保・小・中
）

が
連
携
し
た
協
力
授
業
で
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
を
実
践
し

て
３
年
目
に
な
る
。
２
０
１
４

年
度
か
ら
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育

モ
デ
ル
校
に
選
定
。
小
さ
な
島

で
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
確
保
や
島

の
資
源
を
見
据
え
た
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
。

　

滋
賀
大
学
教
育
学
部
附
属
中

学
校
（
平
井
肇
校
長
）
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
教
育
実
践
校
に
指
定

さ
れ
た
の
を
契
機
に
２
０
０
６

年
度
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教

育
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
同
校

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
の
目

的
は
、
生
徒
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

社
会
・
環
境
と
の
関
わ
り
の
現

状
に
つ
い
て
事
実
に
基
付
く
知

識
を
持
た
せ
る
こ
と
、
さ
ら
に

生
徒
自
身
が
判
断
し
て
行
動
し

よ
う
と
す
る
態
度
を
育
て
る
こ

と
。「
生
徒
が
い
か
に
自
分
の

頭
で
考
え
、
調
べ
、
判
断
・
行

動
で
き
る
か
」（
宮
内
稔
教
諭
）

に
力
点
を
置
い
て
い
る
。

　

式
根
島
中
学
校
の
特
徴
は
、

保
・
小
・
中
の
連
携
。
特
に
、

中
学
生
が
保
育
園
で
先
生
役
と

な
り
、
園
児
た
ち
に
電
気
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
利
用
を
教
え
て
い

る
。
中
学
生
は
、
先
生
役
と
な

る
こ
と
で
将
来
を
見
据
え
た
キ

ャ
リ
ア
教
育
に
結
び
付
け
て
い

る
。
保
・
小
・
中
の
連
携
で
は
、

中
学
校
の
生
徒
会
や
小
学
校
の

児
童
会
活
動
を
重
視
。
小
・
中

学
生
は
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

活
用
し
た
エ
コ
な
料
理
作
り
を

披
露
す
る
な
ど
、
実
践
を
中
心

に
力
を
つ
け
て
い
る
。

　

ま
た
、
式
根
島
は
四
方
を
海

で
囲
ま
れ
た
孤
島
で
か
つ
水
と

電
気
は
隣
接
す
る
新
島
か
ら
海

底
送
水
・
送
電
さ
れ
て
い
る
現

状
を
踏
ま
え
、
学
習
内
容
は
、

防
災
を
意
識
し
た
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
環
境
に
関
し
て
も
、

孤
島
の
ご
み
問
題
を
重
視
し
、

式
根
島
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で

　

そ
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境

教
育
は
、
２
、
３
年
生
の
技
術

家
庭
科
（
技
術
分
野
）
と
社
会

科
、
理
科
の
３
教
科
の
合
科
し

た
「
科
学
技
術
の
時
間
」
で
行

わ
れ
て
い
る
。

　

特
に
３
年
生
は
、
10
時
間
の

授
業
時
間
を
確
保
。
生
徒
を
10

の
学
習
班
に
分
け
、
班
ご
と

に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
比
良
風
力
発

電
計
画
や
滋
賀
温
泉
地
熱
発
電

計
画
な
ど
琵
琶
湖
を
活
用
し
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
「
び
わ
湖
エ

ネ
ル
ギ
ー
開
発
十
大
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
実
現
性
な
ど
を
調

査
、
発
表
し
た
。
建
設
に
か
か

る
費
用
、
発
電
量
、
実
現
可
能

職
場
体
験
と
し
て
ご
み
処
理
の

実
習
を
実
施
し
て
い
る
。

　

式
根
島
は
温
泉
と
温
泉
熱
、

地
熱
が
豊
富
。
担
当
の
吉
崎
洋

司
教
諭
は
「
こ
う
し
た
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
で
き
る
発
電

方
法
を
生
徒
が
課
題
を
見
つ
け

て
学
習
で
き
る
よ
う
に
、
新
し

い
教
材
開
発
に
挑
ん
で
い
く
」

考
え
だ
。

性
な
ど
、
必
要
な
調
査
を
行

い
、
科
学
的
な
課
題
や
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど
多
面
的

な
視
点
で
考
え
て
い
く
力
を
養

っ
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
に
は
、
同
校

が
30
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
、

琵
琶
湖
を
題
材
に
し
た
総
合
学

習
の
「
Ｂ
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｏ　

Ｔ
Ｉ

Ｍ
Ｅ
」
や
、「
情
報
の
時
間
（
総

合
学
習
）」
で
の
実
績
が
役
立

っ
て
い
る
。

　

現
在
は
、
事
業
者
な
ど
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
は
行
っ
て
い
な
い

が
、
今
後
、
生
徒
に
対
す
る
問

題
提
起
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
と
し
て
企
業
・
事
業
者
の
専

門
家
の
招
へ
い
も
検
討
し
て
い

る
。

保・小・中
連
携
し
実
践
力
学
ぶ

「
考
え
、調
べ
、行
動
」に
力
点

島の自然エネ資源活用へ

「科学技術の時間」創出し実践

中学生によるわくわく授業でおもちゃをつくる保育園児たち

中学生（左）も優しい先生です

第9回エネルギー教育賞

　今回、中学校の部は最優秀賞に選ばれた中学校はなかったものの、第1次選考段階では、優秀賞の新島村立式根島中学校、滋賀大
学教育学部附属中学校の２校が高い評価を得ていた。そこで、このページでは、この２校の取り組みについて紹介する。

東
京
都
新
島
村
式
根
島
１
６
６

渋
谷　

俊
昌　

校
長

生
徒
数
11
人
（
児
童
数
20
人
、
園
児
数
12
人
）

http://w
w
w
.niijim

a.com
/facility/public-school/shikichu/

index.htm
l

学校の概要
（2014年度）

（
２
０
１
４
年
度
）

学
校
の
概
要

新
島
村
立
式
根
島
中
学
校

滋
賀
大
学
教
育
学
部
附
属
中
学
校

教室での発表説明

理科室での生徒発表



6

岩手県北上市村崎野
24地割19番地
福士　猛夫　校長
生徒数　6科668人、専攻科20人
http://www2.iwate-ed.jp/kst-h/

学校の概要（2014年度）

高校・高専の部  最優秀賞

岩手県立黒沢尻工業高等学校

　

黒
沢
尻
工
業
高
校
は
、
岩
手

県
の
中
央
部
、
北
上
市
に
位
置

す
る
１
９
３
９
年
設
立
の
伝
統

あ
る
工
業
高
校
で
、
多
く
の
職

業
人
を
世
に
輩
出
し
て
き
た
。

ラ
グ
ビ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
部

活
動
で
は
、
全
国
レ
ベ
ル
の
活

躍
が
知
ら
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
名
門

校
で
も
あ
り
、
文
武
両
道
の
校

風
を
誇
る
。

　◆
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
根
性

　

同
校
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教

育
を
ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
２
０

０
７
年
度
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育

実
践
校
の
指
定
を
受
け
、
生
徒

が
学
習
し
た
こ
と
を
還
元
し
よ

う
と
始
め
た
出
前
授
業
が
原
点

だ
。
こ
の
出
前
授
業
、
使
用
す

る
教
材
の
製
作
か
ら
授
業
の
実

践
ま
で
一
貫
し
て
生
徒
が
行
っ

教
諭
）
と
、
そ
れ
こ
そ
文
武
両

道
の
校
風
の
あ
ら
わ
れ
だ
。

　

◆
全
校
が
一
丸
と
な
っ
て

　

12
年
度
に
「
特
別
賞
」
を
受

賞
し
た
時
と
の
一
番
の
違
い

は
、
全
校
活
動
に
成
長
し
た
こ

と
。
当
時
は
電
気
科
だ
け
の
取

り
組
み
だ
っ
た
も
の
が
、
他
の

学
科
を
巻
き
込
み
、
さ
ら
に
、

北
上
市
、
学
校
周
辺
の
地
域
住

民
、
岩
手
大
学
、
地
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ

と
連
携
し
た
「
黒
岩
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」（
北
上
市
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
活
用
推
進
事
業
）
と

し
て
学
校
周
辺
の
地
区
ぐ
る
み

の
活
動
に
な
っ
た
。
地
区
の
要

望
を
集
約
し
、
そ
れ
を
精
査
、

自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
に
取

り
組
ん
で
地
区
に
還
元
し
て
い

る
。

　

例
え
ば
、機
械
科
は
、鋳
造
に

よ
る
看
板
や
ス
ト
ー
ブ
を
製
作

し
た
り
、専
攻
科
は
、太
陽
光
を

活
用
し
た
動
く
電
源
シ
ス
テ
ム

の
製
作
な
ど
自
分
た
ち
の
取
り

組
み
と
し
て「
で
き
る
」も
の
を

地
域
に
提
供
。
自
ら
の「
仕
事
」

に
よ
っ
て
地
域
に
貢
献
で
き

る
、
と
い
う
も
の
づ
く
り
の
喜

び
を
知
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。

て
い
る
こ
と
が
特
徴
だ
。

　
「
自
分
た
ち
の
言
葉
で
き
っ

ち
り
教
え
る
た
め
に
生
徒
も
相

当
勉
強
し
て
い
る
」
と
担
当
す

る
電
気
科
長
の
加
藤
正
教
諭
。

高
校
生
が
、
理
科
を
中
学
生
に

教
え
る
の
は
か
な
り
大
変
。
ま

た
、
大
人
向
け
講
座
で
原
子
力

を
教
え
る
生
徒
は
教
科
書
に
は

な
い
専
門
的
知
識
を
身
に
つ
け

な
い
と
い
け
な
い
。
高
校
生
た

ち
に
は
か
な
り
厳
し
い
こ
と
で

あ
る
が
「
生
徒
た
ち
は
部
活
で

培
っ
た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
根
性

で
乗
り
切
っ
て
い
る
」（
加
藤

　

◆
地
域
と
一
体
を
体
現

　

福
士
校
長
は
「
こ
の
学
校
の

方
針
は
『
地
域
と
一
体
と
な
っ

て
』。
そ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
体

現
で
き
て
い
る
の
が
ま
さ
に
エ

ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
の
成
果
」

と
話
す
。
学
校
設
立
の
経
緯

も
、
地
域
の
た
め
に
役
立
つ
人

材
を
求
め
て
誘
致
さ
れ
て
開
校

し
た
学
校
だ
け
に
、
設
立
の
原

点
に
立
ち
返
っ
た
形
。
か
つ
て

は
「
怖
い
」
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ

た
同
校
の
生
徒
だ
っ
た
が
、
最

近
で
は
身
近
に
声
を
掛
け
て
も

ら
え
る
存
在
に
な
っ
た
。

　
「
出
前
授
業
が
き
っ
か
け
に

な
っ
て
教
師
を
目
指
す
生
徒
も

い
る
」（
加
藤
教
諭
）
そ
う
だ
。

地
元
の
も
の
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
支
援
の
中
核
を
担
う
同

校
の
役
割
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
環

境
教
育
を
通
じ
て
、
年
々
、
大

き
く
な
っ
て
い
る
。

出
前
授
業
が
地
域
活
動
に
発
展

電
気
科
か
ら
全
校
活
動
へ
展
開

ものづくり中核担う拠点に

出
前
授
業
で
中
学
生
に
分
か
り
や
す
く

教
え
る
電
気
科
の
生
徒

産地直売所に設置する木炭ストーブを製作する機械科の生徒

地
域
の
施
設
に
発
電
装
置
シ
ス
テ

ム
を
納
入
す
る
専
攻
科
の
生
徒
。

地
域
に
役
立
つ
喜
び
も
体
験
し
た

第9回エネルギー教育賞

　

高
校
・
高
専
の
部
で
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
の
は
、
岩
手
県
立
黒
沢
尻
工
業
高
等

学
校
（
福
士
猛
夫
校
長
）。
同
校
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
賞
に
お
い
て
過
去
３
回
、

優
秀
賞
を
受
賞
、
直
近
の
応
募
と
な
っ
た
第
７
回
で
は
最
優
秀
賞
に
次
ぐ
選
考
委
員

会
特
別
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
今
回
は
、
特
に
当
時
の
取
り
組
み
を
継
続
、
さ
ら
に

発
展
さ
せ
、
地
域
ぐ
る
み
の
活
動
に
昇
華
さ
せ
て
い
る
点
を
多
く
の
審
査
員
が
評
価

し
た
。
中
で
も
、
特
徴
的
な
取
り
組
み
は
、
生
徒
が
学
習
し
た
こ
と
を
小
中
学
生
や

地
域
の
人
た
ち
に
還
元
す
る
出
前
授
業
だ
。
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エ
ネ
ル
ギ
ー
・
物
理
学
の
世
界
的

権
威
が
、
日
本
の
高
校
生
と
と
も
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
地
球
温
暖
化
に
つ
い

て
考
え
る
―
―
。

　

昨
年
12
月
、
米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
の
人
気
教
授
で

あ
る
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ム
ラ
ー
氏
を
講

師
と
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
気
候
変
動
～
神
話
と
事
実
」

が
都
内
で
開
催
さ
れ
た
。
ム
ラ
ー
教

授
は
、
日
本
の
高
校
生
約
20
人
を
生

徒
役
に
、
東
日
本
大
震
災
後
の
日
本

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
め
ぐ
る
課
題
や
地

球
温
暖
化
の
現
状
な
ど
を
講
義
。
事

前
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
問
題
に
つ

い
て
調
べ
学
習
を
し
た
高
校
生
と
の

や
り
取
り
を
通
じ
て「
白
熱
教
室
」を

展
開
し
、「
環
境
問
題
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題
の
両
面
を
科
学
的
に
客
観
的
に

考
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
と
強

調
し
、
生
徒
た
ち
に
し
っ
か
り
学
習

し
て
意
見
を
持
つ
こ
と
を
訴
え
た
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
日
本
エ

ネ
ル
ギ
ー
会
議
が
開
催
し
た
も
の
。

生
徒
役
と
し
て
福
井
県
立
若
狭
高
等

学
校
、
神
奈
川
学
園
中
学
校
・
高
等

学
校
、
神
奈
川
大
学
附
属
中
・
高
等

学
校
の
３
校
か
ら
選
抜
さ
れ
た
約
20

人
が
参
加
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
高
校

が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
原
子
力
、
地
球

温
暖
化
を
テ
ー
マ
に
事
前
に
調
査
し

て
き
た
結
果
を
発
表
し
た
。

　

こ
の
中
で
、
原
子
力
発
電
の
立
地

数
で
最
多
と
な
る
福
井
県
か
ら
参
加

し
た
若
狭
高
校
の
テ
ー
マ
は
「
日
本

の
電
力
事
情
」。
原
子
力
発
電
に
つ

い
て
、
事
故
が
起
き
る
リ
ス
ク
が
あ

る
一
方
で
、
雇
用
な
ど
経
済
面
で
貢

献
し
て
き
た
こ
と
を
説
明
。
校
内
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
原
子
力
に
賛
成
す
る

生
徒
が
７
割
だ
っ
た
と
す
る
調
査
結

果
も
示
し
た
。

　

高
校
生
の
発
表
に
続
い
て
行
わ
れ

た
講
義
の
中
で
、
ム
ラ
ー
教
授
は
、

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

事
故
に
よ
る
放
射
線
の
影
響
な
ど
を

例
に
、
リ
ス
ク
を
科
学
に
基
づ
き
、

正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
説
明
。
脚
光
を
浴
び
る
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を

分
析
し
た
上
で
、
再
生
可
能
エ
ネ
を

原
子
力
の
代
替
と
す
る
こ
と
は
、
す

ぐ
に
は
で
き
な
い
と
述
べ
た
。

　

ま
た
、
自
身
が
詳
細
に
分
析
し
て

い
る
地
球
温
暖
化
の
点
か
ら
も
、
原

子
力
発
電
が
有
効
な
手
段
と
認
識
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
指
摘
。
地

球
温
暖
化
対
策
を
進
め
る
上
で
日
本

が
果
た
す
べ
き
役
割
は
「
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
支
援
と
原
子
力
の
安
全
性
向
上

の
２
点
に
あ
る
」
と
し
た
。

　

こ
の
特
別
講
義
を
受
け
た
高
校
生

た
ち
は
、
今
後
の
キ
ャ
リ
ア
を
考
え

る
上
で
地
球
温
暖
化
問
題
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
の
こ
と
を
深
く
考
え
る
こ

と
に
な
っ
た
。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
ム
ラ
ー
教
授
の
特
別
講
義

高
校
生
が
世
界
的
権
威
か
ら

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
温
暖
化
学
ぶ

　

経
済
産
業
省
・
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁
は
２
０
１
４
年
度
か
ら
「
エ
ネ
ル

ギ
ー
教
育
モ
デ
ル
校
事
業
」
を
開
始

し
た
。
初
年
度
と
な
る
14
年
度
は
、

全
国
の
小
・
中
学
校
を
対
象
に
小

学
校
16
校
、
中
学
校
15
校
が
選
定
さ

れ
、
国
か
ら
の
助
成
を
受
け
な
が
ら

各
校
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　

モ
デ
ル
校
は
、
理
科
や
社
会
な
ど

の
教
科
や
課
外
活
動
な
ど
を
通
じ

て
、
児
童
・
生
徒
た
ち
が
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
つ
い
て
幅
広
く
学
ぶ
こ
と
で
、

将
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
動
向
に
対
す
る

適
切
な
判
断
と
行
動
を
起
こ
す
た
め

の
基
礎
を
構
築
す
る
の
が
目
的
。
そ

の
課
題
は
、
①
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定

供
給
の
確
保
②
地
球
温
暖
化
問
題
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
③
多
様
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
と
そ
の
特
徴
④
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
向
け
た
取
り
組
み
―
―
の
４
点

だ
。

◇

　

昨
年
12
月
に
は
、
東
日
本
地
区
と

西
日
本
地
区
で
交
流
会
が
行
わ
れ

た
。
東
京
で
の
交
流
会
に
は
主
に
東

日
本
地
域
に
所
在
す
る
小
学
校
６
校

と
中
学
校
10
校
の
教
員
、
モ
デ
ル
化

推
進
委
員
会
委
員
な
ど
合
わ
せ
て
約

40
人
が
出
席
。
モ
デ
ル
校
の
事
例
発

表
で
は
11
月
末
ま
で
の
中
間
的
な
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
交
流
会
参
加
校

の
中
か
ら
小
・
中
学
校
２
校
ず
つ
計

４
校
が
報
告
し
た
。

　

小
学
校
の
う
ち
、
福
島
県
い
わ
き

市
立
小
名
浜
第
一
小
学
校
は
、
４
年

生
以
上
は
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を

活
用
し
て
授
業
を
行
い
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
関
連
施
設
の
見
学
と
体
験
、
調

べ
学
習
を
経
て
、
ま
と
め
と
成
果
発 

表
会
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
を
報

告
。

　

ま
た
中
学
校
の
う
ち
、
札
幌
市
立

白
石
中
学
校
、
３
年
理
科
で
の
「
放

射
線
」
学
習
の
実
践
を
中
心
に
説

明
。
放
射
線
学
習
は
、
温
暖
化
な
ど

の
環
境
問
題
や
生
活
を
支
え
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
資
源
な
ど
関
連
テ
ー
マ
を
学

習
し
た
上
で
取
り
扱
う
と
効
果
的
と

す
る
事
例
と
も
に
、
高
レ
ベ
ル
放
射

性
廃
棄
物
の
地
層
処
分
と
い
っ
た
難

し
い
テ
ー
マ
に
も
挑
戦
し
た
こ
と
を

紹
介
し
た
。

　

小
・
中
学
校
の
２
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
た
交
流
で
は
、
学
校
現
場

で
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
を
推
進
す
る
上

で
の
課
題
な
ど
を
整
理
し
た
。

◇

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
モ
デ
ル
校
の
う

ち
、
２
０
１
４
年
度
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

教
育
賞
に
お
い
て
、
小
学
校
の
部
で

い
わ
き
市
立
小
名
浜
第
一
小
学
校

と
京
都
市
立
朱
雀
第
四
小
学
校
の
２

校
、
中
学
校
の
部
で
新
島
村
立
式
根

島
中
学
校
、
秦
野
市
立
東
中
学
校
、

加
古
川
市
立
加
古
川
中
学
校
の
３
校

が
、
優
秀
賞
に
入
賞
し
て
い
る
。
こ

の
事
業
は
２
０
１
５
年
度
も
継
続
し

て
行
わ
れ
る
予
定
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
モ
デ
ル
校
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.
energy-m

odelschool.jp/

）

初年度は小中31校指定
交流や国からの助成も

エネルギー教育モデル校事業がスタート

エネルギー環境教育の話題から

リ
チ
ャ
ー
ド
・
ム
ラ
ー
氏

（R
ichard M

uller

）

　

物
理
学
の
教
授
で
原
子
力
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
な
ど
の
分
野
で
米
政
府
関
係
や
米
航

空
宇
宙
局
（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
）
の
科
学
顧
問
を

務
め
る
ほ
か
、
全
地
球
の
温
度
を
１
０
０

年
以
上
検
証
し
た
研
究
グ
ル
ー
プ
「
バ
ー

ク
レ
ー
ア
ー
ス
」
の
創
始
者
で
も
あ
る
。

発
表
し
た
高
校
生
た
ち
に
対
話
を
通
じ

て
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
地
球
環
境
に
つ
い
て

示
唆
を
与
え
る
ム
ラ
ー
教
授
（
左
端
）

12
月
に
都
内
で
行
わ
れ
た
交
流
会
で
は
、

先
生
同
士
が
意
見
を
交
わ
し
あ
う
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
も
行
わ
れ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

教
育
に
対
す
る
ス
キ
ル
を
高
め
た
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読者
アンケート

調べよう
！

調べよう
！

調べよう
！

調べよう
！
考えよう

！ 日本のエネルギー

お役立ちウェブサイト

日本の電源構成の推移

　2011年の東日本大震災以降、日本を取り巻くエネルギー
情勢は大きく変化した。東京電力福島第一原子力発電所の
事故をきっかけに日本全国の原子力発電所が停止した。原
子力利用について国は、安全性をすべてに優先させること
にしたためだ。各原子力発電所では津波対策や重大事故対
策などを実施し、国による新しい規制基準に対する適合性
審査が進められている。
　その結果、日本の電源構成は変化し、13年度の発電電力
量に占める海外からの化石燃料依存度は過去最高の水準と
なった。その結果、火力発電への燃料コストの上昇、電気

代の値上がり、二酸化炭素排出量増加などの影響が出てき
ている。さらに、化石燃料の輸入額が大きく増加したため、
日本の貿易収支は13年度、13兆8,000億円の赤字と過去最
大の赤字になった。
　エネルギー環境教育には、こうした日本のエネルギー情
勢を取り込むことも欠かせない。また、そのためには信頼で
きる資料に当たる必要もある。ここでは、経済産業省・資
源エネルギー庁の統計資料『日本のエネルギー2014』から
『日本の電源構成の推移』を掲載するとともに、エネルギ
ー環境教育に役立つウェブサイトを紹介する。

3 環境省

「こども環境省」
http://www.env.go.jp/kids/index.html

●環境省について、環境省のこ
と、部署などを子どもにも分か
りやすく説明。特に「こども環
境白書」は環境白書に掲載され
た様々な環境問題の中から、代
表的な環境問題を分かりやすく
解説している。

1 経済産業省・資源エネルギー庁

「日本のエネルギー2014」
http://www.meti.go.jp/policy/energy_environment/energy_policy/energy2014/index.html

●昨年発表した「日本のエネル
ギー 2014」を分かりやすく解説。
日本のエネルギーについて、「抱
える課題」「未来への取り組み」
「安全性の向上」「政策の視座」
の４つに分けて、幅広く解説し
ている。

2 電気事業連合会

「情報ライブラリー」
http://www.fepc.or.jp/library/

●国内外の電気事業に関す
る様々な情報、データ、資
料、パンフレットなどを紹
介。「海外電力関連情報」「電
力レポート」では、国内外
の電気事業を取り巻く現状
を定期的に掲載している。

※経済産業省・資源エネルギー庁パンフレット「日本のエネルギー2014」より

4 放射線教育支援サイト

「らでぃ」
http://www.radi-edu.jp/

●中学生理科の単元に加
わった「放射線教育」を支
援するサイト。全国各地の
学校で行われた実践紹介や
指導案集、Ｑ＆Ａ集などか
ら幅広く現場の教師をサ
ポート。ユーザー登録で支
援も受けられる。

２
０
１
５
年
３
月
発
行


